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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 101,022 25.4 5,267 104.6 1,135 △46.0 469 △62.6

2022年3月期第2四半期 80,574 ― 2,575 ― 2,104 ― 1,256 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　2,740百万円 （50.8％） 2022年3月期第2四半期　　1,817百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 17.97 ―

2022年3月期第2四半期 48.06 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 162,608 49,782 27.0

2022年3月期 148,179 47,574 28.8

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 43,842百万円 2022年3月期 42,711百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00

2023年3月期 ― 20.00

2023年3月期（予想） ― 25.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 220,000 31.1 10,500 75.2 5,000 21.8 2,950 21.1 112.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　（注）詳細は、添付資料P.9「2．四半期連結財務諸表及び主な注記(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 28,051,200 株 2022年3月期 28,051,200 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 1,916,429 株 2022年3月期 1,916,429 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 26,134,771 株 2022年3月期2Q 26,134,998 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその事実を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を
ご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

(1) 経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………………… 2

(2) 財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………………… 2

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 4

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間 …………………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間 …………………………………………………………………………………………… 7

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 8

(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………………………… 9

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ………………………………………………………… 9

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………………………… 9

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………………………… 10

○添付資料の目次

- 1 -

丸文株式会社（7537） 2023年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間(2022年４月１日～2022年９月30日)におけるわが国の経済状況は、新型コロナウイル

ス感染症の影響が残るものの、感染対策と経済活動の両立が進む中、個人消費や設備投資、生産活動で持ち直しの

動きが見られました。一方、ウクライナ情勢の長期化に伴うエネルギーや原材料価格の高騰、欧米諸国の政策金利

引き上げの影響による世界経済の下振れ懸念に加え、急速な為替変動などにより、先行きの不透明感が強まりまし

た。

　当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、巣ごもり需要の一巡によるPC市場の減速や中国の

ロックダウンによるサプライチェーンの混乱があったものの、旺盛な設備投資を背景に産業機器市場は堅調に推移

し、供給不足が続いている半導体も正常化への動きが見られました。

　こうした状況の下、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、民生機器向けや産業機器向け

の半導体および医用機器の需要が伸長した結果、前年同期比25.4％増の101,022百万円となりました。利益面では、

売上の増加に加え、円安進行によりデバイス事業の円換算ベースでの売上総利益が押し上げられたため、営業利益

は前年同期比104.6％増の5,267百万円となりました。一方で、営業外損益では、急激な円安進行に伴って、外貨建

て借入の返済に伴う期中での決済差損や第２四半期末における外貨建て借入の評価による評価損が発生し、3,491百

万円の為替差損を計上いたしました。その結果、経常利益は前年同期比46.0％減の1,135百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は前年同期比62.6％減の469百万円となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

（デバイス事業）

　デバイス事業は、民生機器向けや産業機器向けの半導体・電子部品が伸長いたしました。またデータセンター向

けの半導体の需要も堅調に推移した結果、売上高は前年同期比31.9％増の76,320百万円となりました。またセグメ

ント利益は、売上の増加に加え、為替相場が円安に推移し円ベースでの売上総利益が押し上げられたため、前年同

期比181.5％増の4,649百万円となりました。

（システム事業）

　システム事業は、医用機器分野で大型の画像診断装置やPCR検査関連商品の需要が伸長いたしました。またレーザ

機器分野でLED光源が増加した結果、売上高は前年同期比8.7％増の23,902百万円となりました。一方、セグメント

利益は売上総利益率の低下により前年同期比10.2％減の796百万円となりました。

（ソリューション事業）

　ソリューション事業は、通信インフラ向け光通信コンポーネントおよび測定器が伸長した結果、売上高は前年同

期比7.7％増の799百万円となりましたが、セグメント損益は売上総利益率の低下および販管費の増加により173百万

円の損失（前年同期は39百万円のセグメント利益）となりました。

（2）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は151,893百万円となり、前連結会計年度末に比べ14,289百万円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が5,599百万円、未収入金が2,489百万円それぞれ減少した一方で、商品

及び製品が13,723百万円、受取手形及び売掛金が4,461百万円、電子記録債権が3,428百万円それぞれ増加したこと

によるものであります。固定資産は10,714百万円となり、前連結会計年度末に比べ139百万円増加いたしました。

　この結果、総資産は162,608百万円となり、前連結会計年度末に比べ14,428百万円増加いたしました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は107,014百万円となり、前連結会計年度末に比べ12,268百万円増

加いたしました。これは主に未払金が7,590百万円減少した一方で、短期借入金が16,871百万円、支払手形及び買掛

金が2,596百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定負債は5,810百万円となり、前連結会計年度末

に比べ47百万円減少いたしました。

　この結果、負債合計は112,825百万円となり、前連結会計年度末に比べ12,220百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は49,782百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,207百万円増

加いたしました。これは主に為替換算調整勘定が1,279百万円、非支配株主持分が1,076百万円それぞれ増加したこ

とによるものであります。

　この結果、自己資本比率は27.0％（前連結会計年度末は28.8％）となりました。
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（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の連結業績予想につきましては、2022年５月13日に公表した業績予想を修正いたしました。

　売上面では、上期に引き続き民生機器向けや産業機器向け半導体およびレーザ機器の増加が見込まれることか

ら、2023年３月期の売上高は220,000百万円（前期比31.1％増）を予想しております。また利益面では、売上の増加

や第２四半期連結累計期間中の円安進行に伴い円換算ベースでの売上総利益の押し上げが見込まれることから、営

業利益10,500百万円（前期比75.2％増）、経常利益5,000百万円（前期比21.8％増）、親会社株主に帰属する当期純

利益2,950百万円（前期比21.1％増）を見込んでおります。

　修正した内容の詳細につきましては、2022年10月28日に開示いたしました「2023年３月期 連結業績予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,245 19,645

受取手形及び売掛金 37,996 42,458

電子記録債権 6,219 9,647

商品及び製品 30,313 44,036

仕掛品 118 277

未収入金 35,087 32,598

その他 2,636 3,231

貸倒引当金 △12 △1

流動資産合計 137,604 151,893

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,651 3,660

減価償却累計額 △2,396 △2,424

建物及び構築物（純額） 1,255 1,236

機械装置及び運搬具 10 10

減価償却累計額 △10 △10

機械装置及び運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 2,106 2,129

減価償却累計額 △1,663 △1,727

工具、器具及び備品（純額） 443 401

土地 1,411 1,411

リース資産 38 34

減価償却累計額 △15 △14

リース資産（純額） 23 19

使用権資産 170 240

減価償却累計額 △104 △197

使用権資産（純額） 66 43

建設仮勘定 1 1

有形固定資産合計 3,201 3,113

無形固定資産 1,039 920

投資その他の資産

投資有価証券 2,222 2,061

繰延税金資産 1,039 1,084

退職給付に係る資産 235 268

その他 2,915 3,345

貸倒引当金 △78 △78

投資その他の資産合計 6,334 6,680

固定資産合計 10,575 10,714

資産合計 148,179 162,608

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,121 23,718

短期借入金 48,672 65,544

１年内返済予定の長期借入金 50 50

リース債務 76 50

未払金 21,855 14,264

未払法人税等 617 304

賞与引当金 974 981

その他 1,377 2,099

流動負債合計 94,746 107,014

固定負債

長期借入金 5,025 5,000

リース債務 103 98

退職給付に係る負債 331 329

役員退職慰労引当金 108 101

資産除去債務 126 112

その他 163 168

固定負債合計 5,858 5,810

負債合計 100,604 112,825

純資産の部

株主資本

資本金 6,214 6,214

資本剰余金 6,353 6,353

利益剰余金 30,231 30,178

自己株式 △1,631 △1,631

株主資本合計 41,168 41,115

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 761 642

繰延ヘッジ損益 39 108

為替換算調整勘定 651 1,931

退職給付に係る調整累計額 89 44

その他の包括利益累計額合計 1,542 2,727

非支配株主持分 4,863 5,939

純資産合計 47,574 49,782

負債純資産合計 148,179 162,608
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 80,574 101,022

売上原価 71,157 88,313

売上総利益 9,417 12,708

販売費及び一般管理費 6,841 7,440

営業利益 2,575 5,267

営業外収益

受取利息 2 5

受取配当金 33 32

持分法による投資利益 － 60

雑収入 44 64

営業外収益合計 80 162

営業外費用

支払利息 163 638

売上割引 7 0

売上債権売却損 13 126

為替差損 279 3,491

持分法による投資損失 8 －

雑損失 78 37

営業外費用合計 551 4,294

経常利益 2,104 1,135

特別利益

固定資産売却益 21 1

特別利益合計 21 1

特別損失

固定資産除売却損 4 2

その他 － 0

特別損失合計 4 2

税金等調整前四半期純利益 2,121 1,134

法人税等 791 375

四半期純利益 1,330 759

非支配株主に帰属する四半期純利益 74 289

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,256 469

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 6 -

丸文株式会社（7537） 2023年３月期　第２四半期決算短信



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,330 759

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 67 △118

繰延ヘッジ損益 △15 68

為替換算調整勘定 651 2,051

退職給付に係る調整額 △192 △44

持分法適用会社に対する持分相当額 △24 24

その他の包括利益合計 486 1,980

四半期包括利益 1,817 2,740

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,520 1,654

非支配株主に係る四半期包括利益 297 1,085

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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     （単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,121 1,134

減価償却費 363 361

貸倒引当金の増減額（△は減少） △380 △10

賞与引当金の増減額（△は減少） 295 △0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 △7

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △237 0

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △83 △98

受取利息及び受取配当金 △35 △38

支払利息 163 638

為替差損益（△は益） 516 9,073

持分法による投資損益（△は益） 8 △60

固定資産除売却損益（△は益） △17 1

売上債権の増減額（△は増加） 8,870 △6,488

棚卸資産の増減額（△は増加） △647 △13,362

仕入債務の増減額（△は減少） △11,127 1,463

未収入金の増減額（△は増加） △25,384 2,492

未払金の増減額（△は減少） 14,606 △7,569

その他 252 72

小計 △10,709 △12,397

利息及び配当金の受取額 574 37

利息の支払額 △164 △535

法人税等の支払額 △307 △645

法人税等の還付額 104 11

特別退職金の支払額 △8 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,510 △13,529

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △751 △224

定期預金の払戻による収入 810 166

有形固定資産の取得による支出 △279 △41

有形固定資産の売却による収入 295 2

無形固定資産の取得による支出 △101 △117

投資有価証券の取得による支出 △12 △13

資産除去債務の履行による支出 － △25

その他 17 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △22 △271

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,708 7,266

長期借入金の返済による支出 △25 △25

配当金の支払額 △208 △520

非支配株主への配当金の支払額 △362 △9

その他 △39 △40

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,073 6,669

現金及び現金同等物に係る換算差額 299 1,386

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,160 △5,744

現金及び現金同等物の期首残高 26,274 24,693

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,114 18,949

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

- 9 -

丸文株式会社（7537） 2023年３月期　第２四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

デバイス
事業

システム
事業

ソリューショ
ン事業

計

売上高

外部顧客への売上高 57,849 21,983 741 80,574 － 80,574

セグメント間の内部売

上高又は振替高
12 515 － 528 △528 －

計 57,862 22,498 741 81,103 △528 80,574

セグメント利益 1,651 886 39 2,577 △1 2,575

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

デバイス
事業

システム
事業

ソリューショ
ン事業

計

売上高

外部顧客への売上高 76,320 23,902 799 101,022 － 101,022

セグメント間の内部売

上高又は振替高
48 444 0 493 △493 －

計 76,368 24,347 799 101,515 △493 101,022

セグメント利益又は損失

（△）
4,649 796 △173 5,271 △3 5,267

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△3百万円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△3百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に

係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、当社の豊富な商材とAI/IoT・ネットワーク技術を組み合わせ、先端ソリュー

ションの開発・販売・保守サービスを提供する「ソリューション事業」を新設し、報告セグメントとして記載

する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したも

のを開示しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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